
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらのお悩みについては、アプリケーションの改修で改善できない場合、データベースのパフォーマンスに起因する問題が大半と

なります。 このような問題に対して、迅速にデータベースの診断・問題解決するツールが「MAJESTY」となります。日米欧中で特

許取得の新技法「アクセスパターン分析」は、データベースの安定運用とコスト削減を同時に実現する最新の解決手法となります。

国内導入実績もトップ企業 80 社以上に採用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

・障害発生に対して、後手ではなく先手で対

応したい 

・問題解決までの改善スピードを向上したい 

・DB チューニングを簡易的に最適化したい 

・性能劣化の問題を改善・防止したい 

・画面操作後の動作パフォーマンスが遅いので改善した

い 

・ハードウェアの設備投資やクラウド費用、ライ

センス数を適正にしたい 

・DB 対応の属人化を回避したい 

「MAJESTY」アクセスパターン分析技法について 

システム利用でこんなお悩みはありませんか？ 

アクセスパターン分析とはＳＱＬの実際の動きである実行 PLAN が、テーブルから目的のデータを取得した挙動の全てを収集・分析し、 

テーブル単位に効率性を可視化する分析手法です。専門家が多くの時間を割いて分析してきた実行 PLAN を、自動でわかり易く可視化

することで、客観的なデータに基づいた分析や改善が可能となります。 

 

アクセスパターン分析(特許技術)とは？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「MAJESTY」の仕組について 

  アクセスパターン分析が提供する解決策 

1. すべての SQL をシステムに負荷を掛けずに自動収集し分かりやすく 

分析・可視化するので専門家に依存せずに改善 

2. SQL の動きをテーブル単位で纏めて分析することで、最適なインデック

スを自動設計し、既存インデックスの削除や統合を安全に行うことで、

想像を超えた DB性能の大幅な改善 

3. 顕在的な課題のみならず潜在的な非効率も評点で可視化し全体を

最適化、HW リソースの効率を高め運用コストの削減 

4. バッチ処理など重要な SQL の予兆監視ができ、先手で対応ができる

ことで、障害の予防保全と改善スピードの向上 

DB 運用の課題と解決策について 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「MAJESTY」機能について 

 

◆ テーブル単位で見ると、全体経過時間の 9 割が上位 20 個のテーブル改善で、全体の 9 割を最適化！ 

◆ テーブル、SQL 単位で、適正なアクセスルートになっているかを評点で見える化することで、問題点をすぐにキャッチアップ！ 

①テーブル単位の分析と効果 

◆ アクセスパターン情報を基にテーブル一括でインデックスの自動設計が可能！ 

◆ 自動設計前・後をシミュレーションし改善効果を素早く把握が可能！ 

②インデックス自動設計とシミュレーション 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MAJESTY・基本性能分析サービスの提供の流れ 

◆監視で重要な、SQL 処理の変化の監視を「差分分析」の機能で実現。 

③予兆監視で障害に先手対応 


